












る﹂シリーズの一つとして、インドネシアの女子教育を一般に紹介するものである。冒頭では、研究動向および各章の概要に加えて、本書のキーワ ド である﹁コドラット﹂について説明がなされる。コドラットとは、 ﹁神によって決められた人間の先天的な特性 であり、社会的・文化的な性差であるジェンダーとは基本的に異なる概念である。
第一章﹁イスラーム的な人間形成﹂で
は、インドネシアにおける宗教教育、産育儀礼、学校教育などが紹介される。第二章﹁イスラーム改革運動と女子教育の歴史的展開﹂では 一九一〇年代から設立された

















































は決して高いものでは い。著者自身が本書第一章で指摘しているように、パレスチナ問題をはじめとする域内で発生した紛争に対するアラブ連盟の調停・解決への試みはほとんど功 奏さなかった。アは、期待された役割を全うするに あまりに無力だったのである。国内で刊行された類書が数少ないことも、アラブ連盟の存在意義に対する醒め 認識の反映と考えることはできないだろうか（ちなみに本稿筆者は以前、ある著名なアラブ研究者が﹁アラブ連盟は非常に弱体（ダイーファ・ギッダン）だからねぇ…。 ﹂と慨嘆していたのを今も印象深く記憶している） 。
それに対し、著者は﹁アラブ連盟の発展



























の関心が高 エジプトとチュニジアに焦点が当てられているものの、本書 特徴は、民主化 状況に関し、湾岸協力会議諸国などアラブの周辺諸国まで、網羅的な記述がみられることにある。これは、一つには著者が代表を務める﹁イスラーム地域研究﹂の東京大学拠点﹁中東・イスラーム諸国民主化﹂研究班のアラブ諸国に関する研究の成果報告の側面を持っているためである。実際、その成果が十分に活かされ、アラブ諸国の メカニズムが総体的論じられている。
本書では民主化過程を﹁波﹂に見立て、
各国で政権交代が進むか否かといった安易な対立軸で分類す のではなく、一つの事例の中に民主化の進行と後退という振り子現象を見いだしたうえで、民主化の発生要因を探るという分析手法が採用されている。上述のエジプトやチュニジアに加え、シリアとリビアではなぜ波の振幅が大きくなったのか、考察が加えられている。特















ラーム法（シャリーア）が近代化と直面したイスラーム地域の特にオスマン朝、エジプトを例にその具体的な﹁変容﹂を見る。本書の意図する所は、第一は、ム リムが多数を占める国家や社会にシャリーアが導入されたことをもってして﹁イスラ 復興﹂とか﹁イスラーム化﹂と認識することの誤解を明らかとすること。第二に、リーアの位置づけと範囲 定義し、必要な程度だけ採用し、目的に応じて再解釈する、シャリーアと国家の関係性 、近現代に固有の問題としてではなく、歴史的に考察することである、としている（三頁） 。以上の意図のもと構成された各章 概要を紹介する（括弧内は執筆担当者） 。
第一章（堀井） ﹁イスラーム法とは﹂で
は、シャリーア 規定がどのように形成され、スンナ派四法学派 代表され 法解釈や実際にイスラーム社会での運用についての諸相を解説する。
第二章（大河原） ﹁近代との邂逅以前の
イスラーム法﹂で 近代化直前 オスマン朝におけるシャリーアの運用について、法解釈上の議論の対象となったイスラーム法廷による婚姻監督、現金ワクフ 合法性、国有地問題などを取り上げて解説を行う。特に、オスマン朝の司法制度のトップに立つ歴代のシェイヒルイスラ がファトワーを通して シャリーアとカーヌーン一体性と現実社会とのバランスを図る努力が行われていたことが示される。
第三章（大河原） ﹁イスラーム法の近代
的﹁変容﹂ ﹂では、一九世紀以降の西欧勢力の圧力のもとで、法の西洋化が進む中、シャリーアに基づく民法の 典化、メジェッレの編纂の過程を解説する。また、オスマン朝による法典化の結果、その他のイスラーム地域におけるメジェッレ 受容の様相、司法制度の変更 伴う、伝統的なウラマー司法制度の崩壊過程を示す。
第四章（堀井） ﹁エジプトの法改革と
﹁イスラーム立法﹂の影響﹂では、前章のオスマン朝と同様に法制度の西洋化、近代化が行われたエジプトの例を後にアラブ諸国に影響を与え 、二〇世紀前半のサフーリーによる民法典の編纂 至る過程を見る。オスマン朝を宗主国としつつ 他の地域とは異なり独自の司 改革がムハンマド・アリー朝の下で進めら 過程や、特にメジェッレに変わ 導入されるサンフーリーの法典の特徴を解説する。
第五章（堀井） ﹁イスラーム復興とシャ
リーア﹂では、二〇世紀後半にイスラーム復興の潮流の中で、シャ アも復興する様相を憲法改正に伴うシャリーア規定の復活、イスラーム諸国におけるハ ド刑の導入、家族法におけるシャリーア規定強化等から解説する。一方でサウジアラビアにおける最近の国王権力のもとで進む法制度整備から、イスラーム が単なる 世への回帰ではない側面も示される。
終章の第六章（大河原・堀井） ﹁シャ
リーア 行方﹂では これまでの議論 まとめとして、 ﹁体制派イスラーム﹂ 、 ﹁宗教的功利主義﹂ 政教一致﹂の３つのキー
ワードで総括を行う。
本書に内容にかわるイスラーム法の規範
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や統治者のあるべき姿に関して﹁知っていること、長年経験し、また先達たちに学んだこと﹂ その例証として﹁偉大なる人々の言になる伝承や逸話のうちから適切と思われるもの﹂を集成したも である。いわゆる鑑文学の代表的作品で 本書に、日本語で手軽にアクセスできるようになったことは誠に有意義である。
本書は二部構成であり、第一部（一―







ているが、預言者ムハ マドや初期ラーム時代の人々に加えてサーサーン朝の名君ホスロー・ヌーシールヴァーン ガズナ朝君主マフムードといった人々が頻繁に登場するところに、イスラーム的君主像とペルシア的 像を調和させんとする意図
























者をはじめ国政の要職の多くをイスラーム法学者が占める﹁宗教国家﹂であるが、国民の直接選挙によって選ばれた大統領と国会議員が政治に参加する﹁共和国 もある。この特殊な体制を理解する上でカギとなるのが、国政に多くの人材を送り込んでいる宗教界だ。しかし、著者も指摘するように、イランの宗教界を正面から扱 た研究は少ない。理由は 調査が難しく、実態に迫りにく からだ 著者は、 生時代から、このハードルの高いテーマに果敢に挑み、フィールド調査を重ね、シーア派宗教界の実像に迫ろうと努力を重ねた。本書はその成果であり、二〇一一年に京都大学に提出した学位論文が下地 なってい 。
本書は、二部構成から成り、第一部﹁宗






で、ホメイニー指導体制下における宗教界の状況を、第六章で、ハーメネイー指導体制下で進められた宗教界への国家介入のプロセスを考察し、一九七九年の革命以降、宗教界と国家の関係がどのように変化してきたのかを詳説している。続く第七章では、宗教学院の運営組織改革と奨学金制度に着目し、 ﹁コム・ホウゼ講師協会﹂が、﹁コム・ホウゼ最高評議会﹂のメンバーをほぼ独占する体制が出来上がっ 点を明らかにしてい 。ちなみにホウゼとは複数の宗教学院が集まっ 術連合組織をさす。興味深いのは、 ﹁コム・ホウゼ最高評議会﹂の発案で導入された公式 奨学金制度を通じてハーメネイー師が 界への影響力 浸透させていったという点だ。﹁非公式﹂ ・ ﹁公式﹂奨学金の相違、奨学金の財源 分配方式、支給額等の情報 貴重だ。第八章では、ハーメネイー指導体制のもとで進められた医療倫理や先端医療研究・技術をめぐる﹁バイオエシックス﹂制度化を取り上げている。最高指導者ハメネイー師が、イスラーム法学上﹁合法としたことで、脳死移植や治療的妊娠中絶などの医療技術が議会 承認さ 実施可能となった。しかし、これらの医療技術をスラーム的に合法とはみなさないイスラーム法学者も多く、国家がイスラーム的に合法と認める医療技術を、すべての人々が倫




















































旨、現代ムスリムＮＧＯ 特徴、そして歴史的な進化について述べて る。第二章以降では、パキスタン、イラン、ヨルダンインドネシア トルコなどにおける事例をもとに、多様な分野で現代的な課題に取り組むムスリムＮＧＯを紹介している。
子島進氏の
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側にそびえるカシオン山 麓に形成された街区であるサーリヒーヤ街区の発展と変容を対象とする。同街区は、一二世紀中葉にパレスティナのハンバル派ウラマー 移住を嚆矢として、アイユーブ朝からマムルーク朝にかけてダマスクス郊外の新たな都市空間として形成され ダマスクスの副都心として発展した。その後 一九世紀後半以降の都市拡張の結果、二〇世紀初頭にはダマスクス旧市街に連続する主要な街区の一つと見なされるよう なった。本書では、
叙述史料をはじめ、ワクフ文書やイスラーム法廷台帳と言った文書史料を縦横に利用し、統治者、同地区のウラマー、統治者、住民（無頼の徒を含む） 、法廷との関係を、社会秩序の文脈で分析を行 、実証的な歴史研究である。
また、本書は通史的にサーリヒーヤ街区
の変容を追う形 全体の構成がなされている。第一から第八章はこれまで著者がすでに蓄積した研究成果からなり、本書の刊行にあたり、その変遷を時系列で俯瞰出来るように加筆・訂正をおこない再構成されている。元となった著者の各論については著者が代表を務め イスラーム地域研究・東洋文庫拠点（ （公財）東洋文庫研究部・イスラーム地域研究資料室 が、日本中東学会と連携し作成、公開を行っている﹁日本における中東・イスラーム研究文献データベース﹂から検索、参照されたい （
http:// 
search. tbias. jp/ docum
ent_ research. cgi ） 。これ
に加え、序章、第九章、終章が今回新た書き下ろされ、ダマスク とサーリヒーヤ街区の近現代における変容を踏まえ、現につながる都市の巨大化の問題を含めた歴史的帰結を示す。
本書の構成については以下の通り（評者
訳） 。第一章﹁ダマスクス マドラサとワクフ：都市発展の基層﹂ 、第二章﹁アイユーブ、マムルーク朝時代におけるサーリヒーヤ街区の形成﹂ 、第三章﹁サーリヒーヤ街区の構成と変容﹂ 、第四章﹁後期マムルーク朝時代の行政ネットワーク：税制と賄賂﹂ 、第五章﹁マムルーク朝末期の都市










































会における宗教教育機関の衰退という結果につながりそうな のである たしかに二〇世紀の前半においてはそうし 予想は妥当であった。しかし二〇世紀後半以降、およそ反対と見られる現象が起こってきた。なぜそうした現象が世界各地 ムスリム・コミュニティで よ になり、それによって各地でどのような結果 もたらされたのか こうした疑問について、本書は答えてくれる。
本書では、サウジアラビアのマディー
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の調査・蒐集が行われており、私文書・公文書を問わず頻繁に利用されている。研究書の補遺といった形で、利用した文書のコピーや、校訂されたテキストが提示されことも珍しくない。そしてこれらの文書を用いて、叙述史料では大まかな記述しか得られない、日常的な行政手続きや住民の経済生活に関する、詳細な研究が発表されている。その一方で 本研究第二章のように、文書が何のために どのように作成され、保管されてきたのか いう 論的な議論には関心が乏しい。また 文 を個々の証書に解体し、内容を丁寧に整理しようという発想は見られないよう 思う。
ヴェラム文書の各文書はいずれも、フェ
ズの都市内や周辺 位置する不動産 売買や遺産相続に関する、多数の証書から構成
















次チェチェン紛争の停戦が確認された一九九七年五月のハサヴユルト協定からわずか二年半で第二次チェチェン紛争に突入した原因が、ロシア政府とチェチェンの独立派の間で発生した チェンの﹁領域をめぐる対立﹂ 、チェ ン独立派政権と独立急進派およびワッハーブ主義者連合との間で発生した﹁政府をめぐる対立﹂という二重の対立構造が矛盾を来したために、マスハドフ政権が急進 連合に妥協 、一方でロシア政府はチェチェン独立派の分断を図り、マスハドフの政治的妥協に反対する勢力を取り込むという﹁状況悪化 スパイラル﹂に陥ったことにあると、著者は指摘している。
